
　
９
月
２９
日
、福
岡
市
主
催
に
よ
る「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
　
第
３
回
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、こ
れ
ま

で
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
同
様
、１
５
０
名
近
く
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
※
）関
係
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ：パ
ブ
リ
ッ
ク
･
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。官
民
協
業
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ：プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。民
間
の
資
金
、

　
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、事
業
ア
イ
デ
ア
等
の
活
用
。

　
冒
頭
、福
岡
市
財
政
局
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

部
長
の
中
村
英
一
氏
よ
り
、第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
に
て
実
施

さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、「
具
体
的
事
例
に
基
づ
く
話

で
分
か
り
易
か
っ
た
」、「
書
籍
等
で
は
分
か
ら
な
い
現
場

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
良
か
っ
た
」と
いっ
た

感
想
と
共
に
、「
出
来
れ
ば

手
頃
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
案
件
を
作
っ

て
欲
し
い
」、「
地
場
企
業
中

心
の
枠
組
み
を
作
っ
て
欲
し

い
」、「
地
場
企
業
が
参
加
し

易
く
な
る
よ
う
に
補
助
金

等
を
検
討
し
て
欲
し
い
」等
地
場
企
業
の
参
入
障
壁
を

少
し
で
も
低
く
す
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
へ
の
要
望
が

数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。中
村
氏
か
ら
は
、前
回
セ
ミ
ナ

ー
に
引
き
続
き「
地
元
企
業
の
皆
様
か
ら
の
要
望
も
踏

ま
え
た
上
で
、福
岡
市
型
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
方
針

を
示
し
た
い
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た（
な
お
、今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
で
は
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
基
づ
き
、よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
進
む

よ
う
、参
加
企
業
の
リ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
は
、『
地
元
建
設
会
社
が
大
手
建
設

会
社
と
提
携
し
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
へ
参
入
を
果
た
し
た

事
例
』と
し
て
、山
形
建
設
株
式
会
社
の
野
々
村
則
夫
総

務
部
次
長
と
、鹿
島
建
設
株
式
会
社
の
吉
田
岳
Ｐ
Ｆ
Ｉ

推
進
部
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。両
社
は
、山
形
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
整

備
運
営
事
業
に
て
協
働
し
て
い
ま
す
。大
手
建
設
会
社

と
の
協
働
事
業
に
お
い
て
地
元
建
設
会
社
に
求
め
ら
れ

る
役
割
と
し
て
、野
々
村
氏
は「
提
案
段
階
に
お
い
て
は
、

地
域
特
性
を
把
握
し
地
域
に
貢
献
し
た
提
案
を
行
う
こ

と
、建
設・運
営
段
階
に
お
い
て
は
、地
元
行
政・金
融
機

関・参
加
企
業
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
」を
挙
げ
ま
し
た
。

一方
で
吉
田
氏
は
、「
地
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
案
件
に
お
い
て
は
、業

務
委
託
に
と
ど
ま
ら
ず
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て

地
元
企
業
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、実
効
性
の

あ
る
提
案
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
当
該
事
業
の
地
域

と
の
親
和
性
が
向
上
す
る
」と
強
調
し
て
お
り
、実
際
、同

事
業
で
は
、山
形
建
設
は
鹿
島
建
設
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
の
も
と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
って
い

ま
す
。

　
後
半
は
、株
式
会
社
ゼ
ク
タ
の
月
岡
泰
志
代
表
取
締
役

と
野
村
総
合
研
究
所
の
福
田
隆
之
氏
に
よ
り
、『
地
元
企

業
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
への
参
入
手
順
』（
図
１
）と

し
て
、一
般
的
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
応
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
取
り
組
む
際
の
流
れ
に
つい
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、発
注
者
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
沿
って
応
募
者
が

いつ
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、各
々
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ど
う
いっ
た
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
か
等
に
つ
い
て
、

会
場
か
ら
の
質
問
も
交
え
な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ
、参

加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は「
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
明
解
で
あ
っ
た
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
残
り
２
回
で
す
。関
係
者
の
皆

様
、是
非
、ご
参
加
下
さ
い
。
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こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
、厳
し
さ
を
増
す
公
共
の
財

政
事
情
と
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
への
期
待
、及
び
事
業
ス
キ

ー
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。今
回
は
、今
後
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
可
能
性
を
更
に
広
げ
る
枠
組
み
と
な
る
改

正
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
改
正

　
平
成
１１
年
の
施
行
以
来
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
は
、公
共
施
設
と

合
築
さ
れ
る
民
間
収
益
施
設
部
分
へ
の
行
政
財
産（
土

地
）の
貸
し
付
け
を
可
能
と
し
た
り
、対
象
事
業
分
野
を

追
加
し
た
り
と
、よ
り
効
果
的
な
制
度
活
用
の
為
に
、数

回
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
今
回
３
度
目
の
大

き
な
改
正
が
今
年
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
点
で
す
。

■ 

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入

　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、「
事
業
権
」と
訳
さ
れ
、事
業
実

施
者（
こ
こ
で
は
地
方
自
治
体
等
公
共
機
関
を
指
す
）が

固
有
に
持
つ「
事
業
を
運
営
す
る
権
利
」の
こ
と
で
す
。

従
来
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
で
は
、公
共
事
業
を
担
う
民
間
事
業
者

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
、以
下
省
略
）に
は
、施
設
利
用
料
金
の
設
定
や

改
定
、あ
る
い
は
施
設
拡
充
の
為
の
資
金
調
達
等
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、こ
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
民
間
事
業
者
側
に
期
限
付
で

譲
渡
す
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
け
る
経
営
の
自
由
度
が

格
段
に
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
の
譲
渡
時
に
、民
間
事
業
者
か
ら

公
共
側
へ
事
業
権
対
価
が一時
金（
割
賦
の
場
合
も
あ
る
）

と
し
て
支
払
わ
れ
、公
共
側
は
、こ
れ
を
既
存
債
務
の
返

済
に
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。こ
の
事
業
権

対
価
は
、事
業
契
約
期
間
中
に
生
じ
る
キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー

を
ベ
ー
ス
に
算
定
さ
れ
ま
す
。今
後
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
の
導

入
に
よ
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
対
象
事
業
と
し
て
想
定
さ
れ
る
水

道
、空
港
、港
湾
、道
路
等
巨
大
な
イ
ン
フ
ラ
を
公
共
側
が

所
有
し
た
ま
ま
、民
間
事
業
者
が
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
担

保
に
金
融
機
関
か
ら
資
金
調
達
を
行
い
、自
ら
公
共
事

業
を
経
営
す
る
ス
キ
ー
ム
が
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す（
図
２
）。　

　
な
お
コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
に
は
、固
定
資
産
税
の
課
税
を
回

避
出
来
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、新
た
な
事
業
手
法
と

し
て
有
効
な
反
面
、事
業
権
の
評
価
基
準
の
構
築
等
取

り
組
み
に
向
け
た
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

民
間
提
案
制
度
の
導
入

　
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、公
共
事
業
に
対
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
の
提
案
制
度
の
導
入
で
す
。こ
れ
ま
で
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
こ
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
が
、民
間

発
案
への
回
答
義
務
が
曖
昧
で
、提
案
が
有
効
に
活
用
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
、明
確
な
回
答
責
任
が
生
じ
る

こ
と
で
、民
間
発
案
に
よ
る
公
共
事
業
の
整
備
が
促
進
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。あ
わ
せ
て
提
案
当
事
者
に
対

す
る
加
点
制
度
の
導
入
等
評
価
基
準
も
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。

■ 

対
象
事
業
の
拡
大

　
最
後
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
対
象
事
業
分
野
の
拡
大
で
す
。こ
れ

ま
で
の
対
象
事
業
に
加
え
、新
た
に
賃
貸
住
宅
、離
島
定

期
便
等
に
使
用
す
る
船
舶
、航
空
機
、人
工
衛
星
等
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。特
に
賃
貸
住
宅
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま

で
公
営
住
宅
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
後
は
、

賃
貸
住
宅
も
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
場
規
模
が一気

に
拡
大
す
る
見
込
み
で
す
。

　
次
回
は
、こ
れ
ま
で
と
視
点
を
変
え
て
、海
外
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
福
岡
銀
行
ソ
リ
ュー
シ
ョン
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
金
融
室
／
今
泉・野
田
）

地
域
密
着
型
の
新
し
い
公
共
事
業
手
法
を
目
指
す

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」第
３
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
福
岡
か
ら

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

解
説

セミナー会場の様子
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の
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場
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設・運
営
段
階
に
お
い
て
は
、地
元
行
政・金
融
機

関・参
加
企
業
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
」を
挙
げ
ま
し
た
。

一方
で
吉
田
氏
は
、「
地
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
案
件
に
お
い
て
は
、業

務
委
託
に
と
ど
ま
ら
ず
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て

地
元
企
業
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、実
効
性
の

あ
る
提
案
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
当
該
事
業
の
地
域

と
の
親
和
性
が
向
上
す
る
」と
強
調
し
て
お
り
、実
際
、同

事
業
で
は
、山
形
建
設
は
鹿
島
建
設
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
の
も
と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
って
い

ま
す
。

　
後
半
は
、株
式
会
社
ゼ
ク
タ
の
月
岡
泰
志
代
表
取
締
役

と
野
村
総
合
研
究
所
の
福
田
隆
之
氏
に
よ
り
、『
地
元
企

業
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
への
参
入
手
順
』（
図
１
）と

し
て
、一
般
的
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
応
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
取
り
組
む
際
の
流
れ
に
つい
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、発
注
者
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
沿
って
応
募
者
が

いつ
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、各
々
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ど
う
いっ
た
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
か
等
に
つ
い
て
、

会
場
か
ら
の
質
問
も
交
え
な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ
、参

加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は「
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
明
解
で
あ
っ
た
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
残
り
２
回
で
す
。関
係
者
の
皆

様
、是
非
、ご
参
加
下
さ
い
。

  

◆
お
問
合
せ
先
　
九
州
経
済
調
査
協
会（
上
田・案
浦
）

　
　
　
　
　
　
　  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２・７
２
１・４
９
０
７

　
こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
、厳
し
さ
を
増
す
公
共
の
財

政
事
情
と
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
への
期
待
、及
び
事
業
ス
キ

ー
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。今
回
は
、今
後
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
可
能
性
を
更
に
広
げ
る
枠
組
み
と
な
る
改

正
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
改
正

　
平
成
１１
年
の
施
行
以
来
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
は
、公
共
施
設
と

合
築
さ
れ
る
民
間
収
益
施
設
部
分
へ
の
行
政
財
産（
土

地
）の
貸
し
付
け
を
可
能
と
し
た
り
、対
象
事
業
分
野
を

追
加
し
た
り
と
、よ
り
効
果
的
な
制
度
活
用
の
為
に
、数

回
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
今
回
３
度
目
の
大

き
な
改
正
が
今
年
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
点
で
す
。

■ 

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入

　
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、「
事
業
権
」と
訳
さ
れ
、事
業
実

施
者（
こ
こ
で
は
地
方
自
治
体
等
公
共
機
関
を
指
す
）が

固
有
に
持
つ「
事
業
を
運
営
す
る
権
利
」の
こ
と
で
す
。

従
来
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
で
は
、公
共
事
業
を
担
う
民
間
事
業
者

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
、以
下
省
略
）に
は
、施
設
利
用
料
金
の
設
定
や

改
定
、あ
る
い
は
施
設
拡
充
の
為
の
資
金
調
達
等
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、こ
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
民
間
事
業
者
側
に
期
限
付
で

譲
渡
す
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
け
る
経
営
の
自
由
度
が

格
段
に
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
の
譲
渡
時
に
、民
間
事
業
者
か
ら

公
共
側
へ
事
業
権
対
価
が一時
金（
割
賦
の
場
合
も
あ
る
）

と
し
て
支
払
わ
れ
、公
共
側
は
、こ
れ
を
既
存
債
務
の
返

済
に
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。こ
の
事
業
権

対
価
は
、事
業
契
約
期
間
中
に
生
じ
る
キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー

を
ベ
ー
ス
に
算
定
さ
れ
ま
す
。今
後
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
の
導

入
に
よ
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
対
象
事
業
と
し
て
想
定
さ
れ
る
水

道
、空
港
、港
湾
、道
路
等
巨
大
な
イ
ン
フ
ラ
を
公
共
側
が

所
有
し
た
ま
ま
、民
間
事
業
者
が
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
担

保
に
金
融
機
関
か
ら
資
金
調
達
を
行
い
、自
ら
公
共
事

業
を
経
営
す
る
ス
キ
ー
ム
が
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す（
図
２
）。　

　
な
お
コ
ン
セ
ッ
シ
ョン
に
は
、固
定
資
産
税
の
課
税
を
回

避
出
来
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、新
た
な
事
業
手
法
と

し
て
有
効
な
反
面
、事
業
権
の
評
価
基
準
の
構
築
等
取

り
組
み
に
向
け
た
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

民
間
提
案
制
度
の
導
入

　
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、公
共
事
業
に
対
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
の
提
案
制
度
の
導
入
で
す
。こ
れ
ま
で
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
こ
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
が
、民
間

発
案
への
回
答
義
務
が
曖
昧
で
、提
案
が
有
効
に
活
用
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
、明
確
な
回
答
責
任
が
生
じ
る

こ
と
で
、民
間
発
案
に
よ
る
公
共
事
業
の
整
備
が
促
進
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。あ
わ
せ
て
提
案
当
事
者
に
対

す
る
加
点
制
度
の
導
入
等
評
価
基
準
も
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。

■ 

対
象
事
業
の
拡
大

　
最
後
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
対
象
事
業
分
野
の
拡
大
で
す
。こ
れ

ま
で
の
対
象
事
業
に
加
え
、新
た
に
賃
貸
住
宅
、離
島
定

期
便
等
に
使
用
す
る
船
舶
、航
空
機
、人
工
衛
星
等
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。特
に
賃
貸
住
宅
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま

で
公
営
住
宅
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
後
は
、

賃
貸
住
宅
も
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
場
規
模
が一気

に
拡
大
す
る
見
込
み
で
す
。

　
次
回
は
、こ
れ
ま
で
と
視
点
を
変
え
て
、海
外
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
福
岡
銀
行
ソ
リ
ュー
シ
ョン
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
金
融
室
／
今
泉・野
田
）

地
域
密
着
型
の
新
し
い
公
共
事
業
手
法
を
目
指
す

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」第
３
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
福
岡
か
ら

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

解
説

セミナー会場の様子

1

23

コンセッション譲渡
（期限付）

施設保有

建設・運営

施設利用

利用料金

融資

・コンセッションを担保提供
・元利返済

事
業
契
約

民間事業者
（SPC）

コンセッション
対価支払

地方公共団体等

公
共
施
設

金融機関

利用者

（図2）　想定されるコンセッションスキーム

（図１）　一般的なＰＦＩの応募スケジュール
※当日配布資料より引用

基本構想・基本計画の策定

導入可能性調査の実施

実施方針の策定・公表

特定事業の選定

入札公告

事業者選定

事業契約の締結

事業のモニタリング

応募体制の構築

質問回答や提案書作成
融資関心表明書の取得など

事業契約内容の協議

事業の遂行

発注者のスケジュール 応募者のスケジュール

ふくおかフィナンシャルグループ
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牛深ハイヤ保存会による"牛深ハイヤ踊り”

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、

Ｆ
Ｆ
Ｇ
）は
、熊
本
県
の
全
面
協
力
の
も
と
、県
の
特
産

品
販
売
や
郷
土
芸
能
披
露
等
を
行
う
物
産
振
興
イ
ベ

ン
ト「
く
ま
も
と
フ
ェ
ア
in
福
岡
」を
11
月
９
日
〜
10
日

に
福
岡
銀
行
本
店
広
場
で
後
援
し
、同
県
の
魅
力
を
情

報
発
信
致
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、熊
本
県
と
の
共
催
で「
く
ま
も
と
フ
ー
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡
」を
11
月
９
日
に
開
催
。本

商
談
会
で
は
、熊
本
県
内
の
食
品
関
連
企
業
様
約
　
社
に

ご
参
加
頂
き
、福
岡
の
大
手
バ
イ
ヤ
ー
と
個
別
商
談
を
行

い
ま
し
た
。今
回
は
、こ
の
模
様
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、熊
本
県
へ
の
地
域
貢
献
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
目
的

に
、社
団
法
人
熊
本
県
物
産
振
興
協
会
の
主
催
に
よ
る

物
産
振
興
イ
ベ
ン
ト「
く
ま
も
と
フ
ェ
ア 

　
福
岡
」を

11
月
９
日
〜
10
日
に
福
岡
銀
行
本
店
広
場
で
開
催
し
、

Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
そ
の
後
援
を
致
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、全
国
各
地
で
唄
い
継

が
れ
て
い
る
ハ
イ
ヤ
節
系
統
民
謡
の
源
流
と
も
言
わ
れ

る
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、「
牛
深
ハ
イ
ヤ

踊
り
」が
披
露
。

　
そ
の
後
、熊
本
県
を
代
表
し
て
商
工
観
光
労
働
部
の

佐
伯
観
光
経
済
交
流
局
長
か
ら「
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

か
ら
し
蓮
根
や
い
き
な
り
団
子
と
い
っ
た
伝
統
的
な

逸
品
か
ら
、う
に
ぎ
り
コ
ロ
ッ
ケ
、ら
ー
め
ん
饅
頭
等

の
新
商
品
ま
で
多
数
出
店
さ
れ
て
い
ま
す
。熊
本
の
お

い
し
さ
を
是
非
ご
堪
能
下
さ
い
。ま
た
、牛
深
ハ
イ
ヤ

踊
り
や
山
鹿
灯
籠
踊
り
等
熊
本
の
郷
土
芸
能
も
含
め
、

熊
本
を
存
分
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。」と
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
合
わ
せ
、く
ま
も

と
サ
プ
ラ
イ
ズ
特
命
全
権
大
使
に
就
任
し
、現
在
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
し
て
全
国
的
に
も
大
人
気
の
”く
ま
モ
ン
“
が

登
場
す
る
と
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
の
開
催
中
、熊
本
県
営
業
部
長
で
も
あ
る

”く
ま
モ
ン
“
は
、熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
な
が
ら

の
写
真
撮
影
会
や
”く
ま
モ
ン
体
操
“
を
披
露
す
る
等

大
活
躍
で
し
た
。

　
会
場
に
は
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
林
頭
取
も
来

場
し
佐
伯
局
長
と
と
も
に
出
店
企
業
を
激
励
、「
こ
れ

か
ら
も
大
消
費
地
で
あ
る
福
岡
に
、熊
本
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
２
日
間
で
延
べ
１
万
１
千
名
を
超
え
る
お
客
様
に
ご

来
場
頂
き
、完
売
す
る
特
産
品
が
続
出
す
る
等
、イ
ベ
ン

ト
は
大
盛
況
と
な
り
大
い
に
熊
本
県
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ェ
ア
の
開
催
に
併
せ
、
11
月
９
日
に
は
、福
岡

銀
行
本
店
５
階
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ロ
ア
に

お
い
て「
く
ま
も
と
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福

岡
」を
熊
本
県
と
共
催
致
し
ま
し
た
。本
商
談
会
は
、新

た
な
販
路
開
拓
を
求
め
る
熊
本
県
の
食
品
関
連
企
業

約
40
社
と
、福
岡
の
バ
イ
ヤ
ー
９
社
と
の
個
別
商
談
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
で
あ
る
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
が
、参
加
企
業
、バ
イ
ヤ
ー
の
双
方
に
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
う

え
で
、商
談
会
全
体
で
1
0
8
件
の
商
談
を
設
定
し
ま

し
た
。参
加
企
業
と
バ
イ
ヤ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か

く
商
談
に
反
映
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、商
談
会
実
施
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、参
加
企
業
の
満
足
度
は
86
％
と

非
常
に
高
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
商
談
成
約
ま
た
は
成
約
の
可
能
性
が
高
い

商
談
が
出
来
た
」と
し
た
商
談
が
全
体
の
６
割
強
の
67

商
談
と
な
る
等
、参
加
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
成
果
が

期
待
出
来
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
イ
ヤ
ー
側
か
ら
も
、「
初
め
て
見
る
食
材
も
多
く
、

実
の
あ
る
商
談
が
多
く
出
来
た
」や「
事
前
に
商
談
設

定
が
な
さ
れ
て
い
た
為
、ス
ム
ー
ズ
に
商
談
が
出
来
て

良
か
っ
た
」と
言
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
で
は
、地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
地
域
貢
献

や
お
取
引
先
の
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
に
役
立
つ

機
会
の
ご
提
供
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
フ
ェ
ア
や
商
談
会
の
他
に
も
、セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、様
々
な
情
報
の
ご
提
供
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
や
社
会
貢

献
に
繋
が
る
取

り
組
み
を
行

い
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
の

ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る「
あ
な
た
の

い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

熊
本
県
と
の
初
の
共
同
イ
ベ
ン
ト「
く
ま
も
と
フェア
in
福
岡
」

「
く
ま
も
と
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡
」を
開
催
し
ま
し
た

熊
本
県
と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
に
よ
る

初
め
て
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

参
加
企
業
約
40
社
、計
1
0
8
商
談

Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
取
り
組
み

山鹿灯籠踊り保存会による"山鹿灯籠踊り”会場風景

出店ブース視察風景（佐伯局長（右）、林頭取（中央））

（
大
野 

哲
）

佐伯観光経済交流局長と熊本県営業部長"くまモン”
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牛深ハイヤ保存会による"牛深ハイヤ踊り”

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、

Ｆ
Ｆ
Ｇ
）は
、熊
本
県
の
全
面
協
力
の
も
と
、県
の
特
産

品
販
売
や
郷
土
芸
能
披
露
等
を
行
う
物
産
振
興
イ
ベ

ン
ト「
く
ま
も
と
フ
ェ
ア
in
福
岡
」を
11
月
９
日
〜
10
日

に
福
岡
銀
行
本
店
広
場
で
後
援
し
、同
県
の
魅
力
を
情

報
発
信
致
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、熊
本
県
と
の
共
催
で「
く
ま
も
と
フ
ー
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡
」を
11
月
９
日
に
開
催
。本

商
談
会
で
は
、熊
本
県
内
の
食
品
関
連
企
業
様
約
　
社
に

ご
参
加
頂
き
、福
岡
の
大
手
バ
イ
ヤ
ー
と
個
別
商
談
を
行

い
ま
し
た
。今
回
は
、こ
の
模
様
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、熊
本
県
へ
の
地
域
貢
献
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
目
的

に
、社
団
法
人
熊
本
県
物
産
振
興
協
会
の
主
催
に
よ
る

物
産
振
興
イ
ベ
ン
ト「
く
ま
も
と
フ
ェ
ア 

　
福
岡
」を

11
月
９
日
〜
10
日
に
福
岡
銀
行
本
店
広
場
で
開
催
し
、

Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
そ
の
後
援
を
致
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、全
国
各
地
で
唄
い
継

が
れ
て
い
る
ハ
イ
ヤ
節
系
統
民
謡
の
源
流
と
も
言
わ
れ

る
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、「
牛
深
ハ
イ
ヤ

踊
り
」が
披
露
。

　
そ
の
後
、熊
本
県
を
代
表
し
て
商
工
観
光
労
働
部
の

佐
伯
観
光
経
済
交
流
局
長
か
ら「
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

か
ら
し
蓮
根
や
い
き
な
り
団
子
と
い
っ
た
伝
統
的
な

逸
品
か
ら
、う
に
ぎ
り
コ
ロ
ッ
ケ
、ら
ー
め
ん
饅
頭
等

の
新
商
品
ま
で
多
数
出
店
さ
れ
て
い
ま
す
。熊
本
の
お

い
し
さ
を
是
非
ご
堪
能
下
さ
い
。ま
た
、牛
深
ハ
イ
ヤ

踊
り
や
山
鹿
灯
籠
踊
り
等
熊
本
の
郷
土
芸
能
も
含
め
、

熊
本
を
存
分
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。」と
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
合
わ
せ
、く
ま
も

と
サ
プ
ラ
イ
ズ
特
命
全
権
大
使
に
就
任
し
、現
在
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
し
て
全
国
的
に
も
大
人
気
の
”く
ま
モ
ン
“
が

登
場
す
る
と
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
の
開
催
中
、熊
本
県
営
業
部
長
で
も
あ
る

”く
ま
モ
ン
“
は
、熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
な
が
ら

の
写
真
撮
影
会
や
”く
ま
モ
ン
体
操
“
を
披
露
す
る
等

大
活
躍
で
し
た
。

　
会
場
に
は
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
林
頭
取
も
来

場
し
佐
伯
局
長
と
と
も
に
出
店
企
業
を
激
励
、「
こ
れ

か
ら
も
大
消
費
地
で
あ
る
福
岡
に
、熊
本
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
２
日
間
で
延
べ
１
万
１
千
名
を
超
え
る
お
客
様
に
ご

来
場
頂
き
、完
売
す
る
特
産
品
が
続
出
す
る
等
、イ
ベ
ン

ト
は
大
盛
況
と
な
り
大
い
に
熊
本
県
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ェ
ア
の
開
催
に
併
せ
、
11
月
９
日
に
は
、福
岡

銀
行
本
店
５
階
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ロ
ア
に

お
い
て「
く
ま
も
と
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福

岡
」を
熊
本
県
と
共
催
致
し
ま
し
た
。本
商
談
会
は
、新

た
な
販
路
開
拓
を
求
め
る
熊
本
県
の
食
品
関
連
企
業

約
40
社
と
、福
岡
の
バ
イ
ヤ
ー
９
社
と
の
個
別
商
談
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
で
あ
る
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
が
、参
加
企
業
、バ
イ
ヤ
ー
の
双
方
に
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
う

え
で
、商
談
会
全
体
で
1
0
8
件
の
商
談
を
設
定
し
ま

し
た
。参
加
企
業
と
バ
イ
ヤ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か

く
商
談
に
反
映
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、商
談
会
実
施
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、参
加
企
業
の
満
足
度
は
86
％
と

非
常
に
高
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
商
談
成
約
ま
た
は
成
約
の
可
能
性
が
高
い

商
談
が
出
来
た
」と
し
た
商
談
が
全
体
の
６
割
強
の
67

商
談
と
な
る
等
、参
加
企
業
に
と
っ
て
多
く
の
成
果
が

期
待
出
来
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
イ
ヤ
ー
側
か
ら
も
、「
初
め
て
見
る
食
材
も
多
く
、

実
の
あ
る
商
談
が
多
く
出
来
た
」や「
事
前
に
商
談
設

定
が
な
さ
れ
て
い
た
為
、ス
ム
ー
ズ
に
商
談
が
出
来
て

良
か
っ
た
」と
言
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
で
は
、地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
地
域
貢
献

や
お
取
引
先
の
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
に
役
立
つ

機
会
の
ご
提
供
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
フ
ェ
ア
や
商
談
会
の
他
に
も
、セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、様
々
な
情
報
の
ご
提
供
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
や
社
会
貢

献
に
繋
が
る
取

り
組
み
を
行

い
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
の

ブ
ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る「
あ
な
た
の

い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

熊
本
県
と
の
初
の
共
同
イ
ベ
ン
ト「
く
ま
も
と
フェア
in
福
岡
」

「
く
ま
も
と
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡
」を
開
催
し
ま
し
た

熊
本
県
と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
に
よ
る

初
め
て
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

参
加
企
業
約
40
社
、計
1
0
8
商
談

Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
取
り
組
み

山鹿灯籠踊り保存会による"山鹿灯籠踊り”会場風景

出店ブース視察風景（佐伯局長（右）、林頭取（中央））

（
大
野 

哲
）

佐伯観光経済交流局長と熊本県営業部長"くまモン”
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